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（

平

成

二

十

四

年

七

月

十

日

公

布

）

 
山

口

県

条

例

第

三

十

七

号

 

 
 

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

人

員

、

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

等

を

定

め

る

条

例

 

 

目

次

 

第

一

章

 

総

則

（

第

一

条

・

第

二

条

）

 

第

二

章

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

（

第

三

条

―

第

十

六

条

）

 
 

 

第

三

章

 

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

（

第

十

七

条

―

第

十

九

条

）

 

 

第

四

章

 

雑

則

（

第

二

十

条

）

 

 

附

則

 
 

 
 

 

第

一

章

 

総

則

 
 

（

趣

旨

）

 

第

一

条

 

こ

の

条

例

は

、

介

護

保

険

法

（

平

成

九

年

法

律

第

百

二

十

三

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

八

十

六

条

第

一

項

（

法

第

八

十

六

条

の

二

第

四

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

並

び

に

第

八

十

八

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

人

員

、

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

等

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

（

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

指

定

）

 

第

二

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

指

定

に

係

る

法

第

八

十

六

条

第

一

項

（

法

第

八

十

六

条

の

二

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

指

定

の

更

新

に

つ

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

条

例

で

定

め

る

数

は

、

三

十

人

以

上

と

す

る

。
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第

二

章

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

 
（

一

般

原

則

）

 
 

第

三

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

（

次

章

に

規

定

す

る

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

を

除

く

。

以

下

こ

の

章

に

お

い

て

同

じ

。

）

は

、

施

設

サ

ー

ビ

ス

計

画

に

基

づ

き

、

可

能

な

限

り

、

居

宅

に

お

け

る

生

活

へ

の

復

帰

を

考

慮

し

て

、

入

浴

、

排

せ

つ

、

食

事

等

の

介

護

そ

の

他

の

日

常

生

活

上

の

世

話

、

機

能

訓

練

、

健

康

管

理

及

び

療

養

上

の

世

話

を

行

う

こ

と

に

よ

り

、

入

所

者

が

そ

の

有

す

る

能

力

に

応

じ

自

立

し

た

日

常

生

活

を

営

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

こ

と

を

目

指

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 
 

２

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

入

所

者

の

意

思

及

び

人

格

を

尊

重

し

、

常

に

入

所

者

の

立

場

に

立

っ

て

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 
 

３

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

明

る

く

家

庭

的

な

環

境

に

お

い

て

、

地

域

及

び

家

庭

と

の

結

び

付

き

を

重

視

し

た

運

営

を

行

い

、

市

町

村

（

法

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

介

護

保

険

を

行

う

市

町

村

及

び

特

別

区

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

、

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

（

居

宅

介

護

支

援

事

業

を

行

う

者

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

、

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

（

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

を

行

う

者

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

、

他

の

介

護

保

険

施

設

そ

の

他

の

保

健

医

療

サ

ー

ビ

ス

又

は

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

者

と

の

密

接

な

連

携

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

従

業

者

）

 

第

四

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

に

は

、

規

則

で

定

め

る

員

数

の

医

師

、

生

活

相

談

員

、

介

護

職

員

又

は

看

護

師

若

し

く

は

准

看

護

師

、

栄

養

士

、

機

能

訓

練

指

導

員

及

び

介

護

支

援

専

門

員

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

入

所

定

員

が

四

十

人

を

超

え

な

い

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

に

あ

っ

て

は

、

他

の

社

会

福

祉

施

設

等

の

栄

養

士

と

の

連

携

を

図

る

こ

と

に

よ

り

当

該

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設
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の

効

果

的

な

運

営

を

期

待

す

る

こ

と

が

で

き

る

場

合

で

あ

っ

て

、

入

所

者

の

処

遇

に

支

障

が

な

い

と

き

は

、

栄

養

士

を

置

か

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

 

２

 

前

項

に

規

定

す

る

従

業

者

に

関

し

必

要

な

基

準

は

、

規

則

で

定

め

る

。

 

３

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

従

業

者

は

、

専

ら

当

該

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

職

務

に

従

事

す

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

入

所

者

の

処

遇

に

支

障

が

な

い

場

合

は

、

規

則

で

定

め

る

従

業

者

を

除

き

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 

４

 

機

能

訓

練

指

導

員

は

、

日

常

生

活

を

営

む

た

め

に

必

要

な

機

能

を

改

善

し

、

又

は

そ

の

減

退

を

防

止

す

る

た

め

の

訓

練

を

行

う

能

力

を

有

す

る

と

認

め

ら

れ

る

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

管

理

者

）

 

第

五

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

管

理

者

は

、

専

ら

当

該

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

職

務

に

従

事

す

る

常

勤

の

者

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

当

該

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

管

理

上

支

障

が

な

い

場

合

は

、

同

一

敷

地

内

に

あ

る

他

の

事

業

所

、

施

設

等

又

は

規

則

で

定

め

る

施

設

の

職

務

に

従

事

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

設

備

）

 

第

六

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

居

室

の

一

室

の

定

員

は

、

一

人

と

す

る

。

た

だ

し

、

地

域

に

お

け

る

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

整

備

状

況

そ

の

他

の

状

況

を

勘

案

し

、

知

事

が

特

に

認

め

る

場

合

は

、

四

人

以

下

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

２

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

居

室

、

静

養

室

、

浴

室

、

洗

面

設

備

、

便

所

、

医

務

室

、

食

堂

及

び

機

能

訓

練

室

、

廊

下

並

び

に

消

火

設

備

そ

の

他

の

非

常

災

害

に

対

す

る

必

要

な

設

備

は

、

専

ら

当

該

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

用

に

供

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

入

所

者

の

処

遇

に

支

障

が

な

い

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 

３

 

前

項

に

規

定

す

る

設

備

に

関

し

必

要

な

基

準

は

、

規

則

で

定

め

る

。
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（

非

常

災

害

対

策

）

 
第

七

条
 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

消

火

器

、

非

常

口

そ

の

他

の

非

常

災

害

に

対

す

る

必

要

な

設

備

を

設

け

る

と

と

も

に

、

周

辺

の

地

域

の

環

境

及

び

入

所

者

の

特

性

等

に

応

じ

て

、

地

震

、

風

水

害

、

火

災

そ

の

他

の

災

害

が

発

生

し

た

場

合

に

お

け

る

安

全

の

確

保

の

た

め

の

体

制

及

び

避

難

の

方

法

等

を

定

め

た

防

災

計

画

（

以

下

「

施

設

内

防

災

計

画

」

と

い

う

。

）

を

策

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

２

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

施

設

内

防

災

計

画

に

基

づ

き

、

非

常

災

害

時

の

関

係

機

関

へ

の

通

報

及

び

連

絡

の

体

制

並

び

に

入

所

者

を

円

滑

に

避

難

誘

導

す

る

た

め

の

体

制

を

整

備

し

、

こ

れ

ら

の

体

制

に

つ

い

て

定

期

的

に

従

業

者

及

び

入

所

者

等

に

周

知

す

る

と

と

も

に

、

市

町

等

と

の

連

携

協

力

体

制

を

整

備

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

３

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

非

常

災

害

に

備

え

る

た

め

、

こ

れ

に

対

す

る

不

断

の

注

意

と

訓

練

を

す

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

４

 

前

項

の

訓

練

の

う

ち

、

避

難

及

び

消

火

の

訓

練

は

、

定

期

的

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

５

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

前

二

項

の

訓

練

の

結

果

に

基

づ

き

、

施

設

内

防

災

計

画

の

検

証

及

び

必

要

な

見

直

し

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

）

 

第

八

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

身

体

上

又

は

精

神

上

著

し

い

障

害

が

あ

る

た

め

に

常

時

の

介

護

を

必

要

と

し

、

か

つ

、

居

宅

に

お

い

て

こ

れ

を

受

け

る

こ

と

が

困

難

な

者

に

対

し

、

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

を

行

う

も

の

と

す

る

。

 

（

重

要

事

項

の

説

明

等

）

 

第

九

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

の

開

始

に

際

し

て

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

入

所

申

込

者

又

は

そ

の

家

族

に

対

し

、

運

営

規

程

の

概

要

、

従

業

者

の

勤

務

の

体

制

そ

の

他

の

入

所

申

込

者

の

サ

ー

ビ

ス

の

選

択

に

資

す

る

と

認

め

ら
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れ

る

重

要

事

項

を

記

載

し

た

書

面

の

交

付

等

を

し

て

説

明

を

行

い

、

当

該

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

の

開

始

に

つ

い

て

入

所

申

込

者

の

同

意

を

得

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

提

供

拒

否

の

禁

止

）

 

第

十

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

正

当

な

理

由

が

な

く

、

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

を

拒

ん

で

は

な

ら

な

い

。

 

（

健

康

管

理

）

 

第

十

一

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

入

所

者

の

健

康

状

態

に

注

意

を

払

う

と

と

も

に

、

健

康

保

持

の

た

め

に

適

切

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

衛

生

管

理

等

）

 
 

第

十

二

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

入

所

者

の

使

用

す

る

設

備

及

び

飲

用

に

供

す

る

水

に

つ

い

て

、

衛

生

的

な

管

理

に

努

め

、

又

は

衛

生

上

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

２

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

感

染

症

又

は

食

中

毒

の

発

生

を

予

防

し

、

又

は

そ

の

ま

ん

延

を

防

止

す

る

た

め

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

身

体

的

拘

束

等

の

禁

止

）

 

第

十

三

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

入

所

者

又

は

他

の

入

所

者

等

の

生

命

又

は

身

体

を

保

護

す

る

た

め

緊

急

や

む

を

得

な

い

場

合

を

除

き

、

身

体

の

自

由

の

拘

束

そ

の

他

入

所

者

の

行

動

を

制

限

す

る

行

為

（

以

下

「

身

体

的

拘

束

等

」

と

い

う

。

）

を

行

っ

て

は

な

ら

な

い

。

 

２

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

身

体

的

拘

束

等

を

行

う

場

合

は

、

そ

の

態

様

及

び

時

間

、

そ

の

際

の

入

所

者

の

心

身

の

状

況

並

び

に

緊

急

や

む

を

得

な

い

理

由

を

記

録

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
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（

秘

密

を

守

る

義

務

）

 
 

第

十

四

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

従

業

者

又

は

従

業

者

で

あ

っ

た

者

は

、

正

当

な

理

由

が

な

く

、

そ

の

業

務

上

知

り

得

た

人

の

秘

密

を

漏

ら

し

て

は

な

ら

な

い

。

 

２

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

従

業

者

又

は

従

業

者

で

あ

っ

た

者

が

、

正

当

な

理

由

が

な

く

、

そ

の

業

務

上

知

り

得

た

人

の

秘

密

を

漏

ら

す

こ

と

が

な

い

よ

う

必

要

な

処

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

苦

情

の

処

理

）

 
 

第

十

五

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

入

所

者

又

は

そ

の

家

族

か

ら

の

苦

情

の

適

切

か

つ

迅

速

な

処

理

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

２

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

前

項

の

苦

情

を

受

け

付

け

た

場

合

は

、

当

該

苦

情

の

内

容

等

を

記

録

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

事

故

の

防

止

等

）

 
 

第

十

六

条

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

事

故

の

発

生

又

は

再

発

を

防

止

す

る

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 
 

２

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

入

所

者

に

対

す

る

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

に

よ

り

事

故

が

発

生

し

た

場

合

は

、

速

や

か

に

市

町

村

及

び

当

該

入

所

者

の

家

族

等

に

連

絡

を

行

う

と

と

も

に

、

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

３

 

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

前

項

の

事

故

の

状

況

及

び

事

故

に

際

し

て

採

っ

た

処

置

に

つ

い

て

、

記

録

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 
 

 
 

 

第

三

章

 

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

 
 

（

一

般

原

則

）
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第

十

七

条

 

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

（

施

設

の

全

部

に

お

い

て

少

数

の

居

室

及

び

当

該

居

室

に

近

接

し

て

設

け

ら

れ

る

共

同

生

活

室

（

当

該

居

室

の

入

居

者

が

交

流

し

、

共

同

で

日

常

生

活

を

営

む

た

め

の

場

所

を

い

う

。

）

に

よ

り

一

体

的

に

構

成

さ

れ

る

場

所

（

以

下

「

ユ

ニ

ッ

ト

」

と

い

う

。

）

ご

と

に

入

居

者

の

日

常

生

活

が

営

ま

れ

、

こ

れ

に

対

す

る

支

援

が

行

わ

れ

る

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

は

、

入

居

者

の

意

思

及

び

人

格

を

尊

重

し

、

施

設

サ

ー

ビ

ス

計

画

に

基

づ

き

、

そ

の

居

宅

に

お

け

る

生

活

へ

の

復

帰

を

考

慮

し

て

、

入

居

前

の

居

宅

に

お

け

る

生

活

と

入

居

後

の

生

活

が

連

続

し

た

も

の

と

な

る

よ

う

配

慮

し

な

が

ら

、

各

ユ

ニ

ッ

ト

に

お

い

て

入

居

者

が

相

互

に

社

会

的

関

係

を

築

き

、

自

律

的

な

日

常

生

活

を

営

む

こ

と

を

支

援

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 
 

２

 

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

は

、

地

域

及

び

家

庭

と

の

結

び

付

き

を

重

視

し

た

運

営

を

行

い

、

市

町

村

、

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

、

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

、

他

の

介

護

保

険

施

設

そ

の

他

の

保

健

医

療

サ

ー

ビ

ス

又

は

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

者

と

の

密

接

な

連

携

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
 
 

（

設

備

）

 

第

十

八

条

 

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

居

室

の

一

室

の

定

員

は

、

一

人

と

す

る

。

た

だ

し

、

入

居

者

へ

の

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

上

必

要

と

認

め

ら

れ

る

場

合

は

、

二

人

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

２

 

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

浴

室

、

医

務

室

、

廊

下

及

び

消

火

設

備

そ

の

他

の

非

常

災

害

に

対

す

る

必

要

な

設

備

は

、

専

ら

当

該

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

用

に

供

す

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

入

居

者

に

対

す

る

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

に

支

障

が

な

い

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 

３

 

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

前

項

に

規

定

す

る

設

備

に

関

し

必

要

な

基

準

は

、

規

則

で

定

め

る

。

 
 

（

準

用

）

 
 

第

十

九

条

 

前

章

（

第

三

条

及

び

第

六

条

を

除

く

。

）

の

規

定

は

、

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

に

つ

い

て

準

用

す

る

。
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第

四

章

 

雑

則

 
（

規

則

へ

の

委

任

）

 

第

二

十

条

 

こ

の

条

例

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

運

営

に

関

す

る

必

要

な

基

準

は

、

規

則

で

定

め

る

。

 
 

 
 

 

附

 

則

 
 

（

施

行

期

日

）

 

１

 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

四

年

十

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

 
 

（

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

設

備

に

関

す

る

経

過

措

置

）

 

２

 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

存

す

る

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

建

物

（

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

以

後

に

増

築

さ

れ

、

又

は

改

築

さ

れ

た

部

分

を

除

く

。

）

に

つ

い

て

の

第

六

条

第

一

項

本

文

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

本

文

中

「

一

人

」

と

あ

る

の

は

、

「

四

人

以

下

」

と

す

る

。

 

３

 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

平

成

十

二

年

四

月

一

日

前

に

存

す

る

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

（

介

護

保

険

法

施

行

法

（

平

成

九

年

法

律

第

百

二

十

四

号

）

第

二

十

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

老

人

福

祉

法

（

昭

和

三

十

八

年

法

律

第

百

三

十

三

号

）

第

二

十

条

の

五

に

規

定

す

る

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

の

建

物

（

同

日

以

後

に

増

築

さ

れ

、

又

は

改

築

さ

れ

た

部

分

を

除

く

。

）

で

あ

っ

て

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

用

に

供

さ

れ

て

い

る

も

の

に

つ

い

て

の

第

六

条

第

一

項

本

文

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

本

文

中

「

一

人

」

と

あ

る

の

は

、

「

原

則

と

し

て

四

人

」

と

す

る

。

 

４

 

前

二

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

昭

和

六

十

二

年

三

月

九

日

前

に

存

す

る

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

の

建

物

（

同

日

以

後

に

増

築

さ

れ

、

又

は

改

築

さ

れ

た

部

分

を

除

く

。

）

で

あ

っ

て

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

用

に

供

さ

れ

て

い

る

も

の

に

つ

い

て

の

第

六

条

第

一

項

本

文

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

本

文

中

「

一

人

」

と

あ

る

の

は

、

「

八

人

」

と

す

る

。
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（

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

で

な

い

も

の

と

み

な

さ

れ

る

も

の

に

関

す

る

経

過

措

置

）

 
５

 
指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

人

員

、

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

十

五

年

厚

生

労

働

省

令

第

三

十

号

）

附

則

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

で

あ

っ

て

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

で

な

い

も

の

と

み

な

さ

れ

る

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

に

つ

い

て

は

、

第

三

章

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

た

だ

し

、

当

該

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

が

同

章

に

規

定

す

る

基

準

を

満

た

し

、

そ

の

旨

を

知

事

に

申

し

出

た

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 

（

一

部

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

に

関

す

る

経

過

措

置

）

 

６

 

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

人

員

、

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

等

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

二

十

三

年

厚

生

労

働

省

令

第

百

六

号

）

附

則

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

さ

れ

る

一

部

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

（

以

下

「

一

部

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

施

行

日

以

後

最

初

の

指

定

の

更

新

ま

で

の

間

は

、

次

項

か

ら

附

則

第

九

項

ま

で

の

規

定

に

よ

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

７

 

一

部

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

一

般

原

則

は

、

ユ

ニ

ッ

ト

ご

と

に

入

居

者

の

日

常

生

活

が

営

ま

れ

、

こ

れ

に

対

す

る

支

援

が

行

わ

れ

る

部

分

（

以

下

「

ユ

ニ

ッ

ト

部

分

」

と

い

う

。

）

に

あ

っ

て

は

第

十

七

条

に

、

そ

れ

以

外

の

部

分

に

あ

っ

て

は

第

三

条

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

 

８

 

一

部

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

の

設

備

は

、

ユ

ニ

ッ

ト

部

分

に

あ

っ

て

は

第

十

八

条

に

、

そ

れ

以

外

の

部

分

に

あ

っ

て

は

第

六

条

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

た

だ

し

、

浴

室

及

び

医

務

室

に

つ

い

て

は

、

ユ

ニ

ッ

ト

部

分

の

入

居

者

へ

の

指

定

介

護

福

祉

施

設

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

及

び

そ

れ

以

外

の

部

分

の

入

所

者

の

処

遇

に

支

障

が

な

い

と

き

は

、

そ

れ

ぞ

れ

一

の

設

備

を

も

っ

て

、

ユ

ニ

ッ

ト

部

分

及

び

そ

れ

以

外

の

部

分

に

共

通

の

設

備

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

９

 

第

二

章

（

第

三

条

及

び

第

六

条

を

除

く

。

）

の

規

定

は

、

一

部

ユ

ニ

ッ

ト

型

指

定

介

護

老

人

福

祉

施

設

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

 


